
袋
井
市
議
会
２
月
定
例
会
報
告 

 

市
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月
２６
日
か
ら
３

月
２３
日
ま
で
開
会
。
市
長
提
出
３
９
議
案
の
審

査
を
行
い
最
終
日
に
採
決
、
い
ず
れ
も
可
決
・

同
意
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
横
須
賀
高
等
学

校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
・

国
保
・
介
護
・
水
道
予
算
な
ど
５
つ
の
議
案
に

反
対
し
、
浅
田
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

Ｈ
２９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
） 

浅
羽
東
小
・
袋
井
南
中
の
ト
イ
レ
を
改
修 

１
億
１
２
０
０
万
円
減
額
し
、
総
額
３
３
１
億

４
２
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
理
由
は
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
２
０
０
０
万
円
、
職
員
退

職
手
当
１
８
７
０
万
円
な
ど
の
追
加
、
一
方
袋
井

消
防
庁
舎
・
防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
▲
２
４
０

０
万
円
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
サ
ー
ビ
ス
購
入
料
（
総
合

体
育
館
整
備
事
業
）
▲
１
９
９
８
万
円
、
産
業
立

地
事
業
費
補
助
金
▲
１
８
７
８
万
円
な
ど
で
す
。 

平
成
３０
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
予
算 

予
算
総
額
は
３
２
３
億
５
千
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

対
前
年
比
１
．
５
％
減 

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
み
ん
な
で
未
来
の
種
を

育
て
る
年
」
で
、
公
民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
、
ラ
グ
ビ
ー
ｗ
杯
へ
の
万
全
な

準
備
、
企
業
や
大
学
と
の
連
携
、
子
育
て
・
教
育
、

に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

総
合
体
育
館
整
備
に
１
７
億
４
５
６
２
万
円 

設
計
、
建
築
、
維
持
管
理
を
一
貫
し
て
民
間
に

委
ね
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
袋
井
市
は
初
め
て
導
入
し

ま
し
た
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
購
入
料
、

委
託
料
１
６
億
３
２
１
２
万
円
と
周
辺
道
路
整
備

工
事
費
１
億
１
３
５
０
万
円
で
す
。
建
設
地
は
旧

パ
イ
オ
ニ
ア
㈱
駐
車
場
、
供
用
開
始
は
平
成
３２
年

４
月
の
予
定
で
す
。 

袋
井
消
防
庁
舎
・
市
防
災
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

整
備
に
２
億
７
３
５
３
万
円
余 

 

消
防
防
災
拠
点
施
設
と
な
る
袋
井
消
防
庁
舎
と

常
設
の
災
害
対
策
本
部
室
を
備
え
た
袋
井
市
防
災

セ
ン
タ
ー
の
合
同
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。
建
設
地

は
国
本
地
区
、
袋
井
市
森
町
一
部
事
務
組
合
と
袋

井
市
と
の
共
同
事
業
で
す
。
全
体
事
業
費
は
３
９

億
１
千
万
円
、そ
の
内
組
合
が
２
５
億
６
千
万
円
、

袋
井
市
が
１
３
億
１
千
万
円
を
負
担
し
ま
す
。 

 

建
築
工
事
は
６
月
か
ら
、
開
署
は
平
成
３２
年
４

月
の
予
定
で
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
億
４
６
５
０
万
円 

 

館
長
・
セ
ン
タ
ー
職
員
は
袋
井
市
非
常
勤
嘱
託

と
な
り
１４
館
３
名
ず
つ
で
１
億
１
５
７
５
万
円

余
、維
持
管
理
費
１
億
２
９
４
０
万
円
余
を
計
上
。 

さ
ら
に
、
事
業
ご
と
の
交
付
金
を
一
本
化
し
一

括
交
付
金
制
度
を
創
設
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

交
付
金
と
な
り
ま
す
。
３０
年
度
は
地
域
活
動
加
速

化
支
援
分
１
千
万
円
を
上
乗
せ
し
２
３
４
０
万
円

を
計
上
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

認
可
保
育
園
の
開
園
・
整
備
に ２

億
５
千
万
円 

定
員
６０
人
の
Ｍ
Ｏ
Ｅ
保
育
園
て
ん
じ
ん
園
に

８
９
０
０
万
円
、
定
員
１
２
０
人
の
袋
井
駅
南
地

区
認
可
保
育
所
の
新
設
支
援
に
１
億
４
０
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
拡
充
に 

１
億
２
１
０
０
万
円 

平
成
３１
年
度
か
ら
全
小
学
校
区
で
受
入
対
象

を
６
年
生
ま
で
拡
充
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
施
設

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
度
は
袋
井
東

小
、
袋
井
西
小
の
施
設
整
備
を
し
ま
す
。 

平
成
３０
年
度
国
保
特
別
会
計
予
算 

一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
を
大
幅
減
額 

平
成
３０
年
度
か
ら
国
保
の
運
営
主
体
が
県
に

移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
て

い
た
調
整
交
付
金
も
県
へ
の
交
付
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
市
が
交
付
金
の
不
足
額
を
一
般
会
計

か
ら
補
て
ん
し
て
き
た
も
の
を
取
り
や
め
、
人
間

ド
ッ
ク
や
特
定
検
診
な
ど
の
保
険
事
業
へ
の
支
援

に
変
更
、
前
年
度
の
１
億
７
７
万
円
余
か
ら
５
５

５
１
万
円
に
大
幅
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
県
へ
の

納
付
金
の
不
足
額
を
積
立
基
金
か
ら
補
て
ん
し
ま

す
が
、
い
ず
れ
は
底
を
つ
き
、
高
す
ぎ
る
国
保
税

の
更
な
る
引
き
上
げ
は
必
至
で
す
。 

平
成
３０
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算 

介
護
保
険
料
基
準
額
が
５
１
０
０
円
に 

 

介
護
保
険
制
度
は
３
年
間
を
１
つ
の
期
間
と
し

て
介
護
保
険
料
を
定
め
ま
す
。
平
成
３０
年
度
か
ら

３２
年
度
ま
で
の
第
７
期
の
基
準
額
は
５
１
０
０

円
と
第
６
期
に
比
べ
１
０
０
円
の
引
き
下
げ
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
第
６
期
に
特
養
の
利
用
を
介

護
度
３
以
上
へ
引
き
上
げ
る
な
ど
の
利
用
抑
制
を

行
い
、
ま
た
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
へ
移
行
し
、
サ

ー
ビ
ス
単
価
を
減
額
す
る
な
ど
に
よ
り
、
給
付
費

が
見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
下
回
り
、
基
金
が
多
く

残
り
ま
し
た
。
そ
の
基
金
を
活
用
し
て
の
保
険
料

引
き
下
げ
で
す
。
今
回
基
金
残
高
は
４
億
１
８
０

０
万
円
、
そ
の
う
ち
２
億
７
５
０
０
万
円
の
み
の

取
り
崩
し
で
あ
り
、
不
十
分
で
す
。 

袋
井
市
外
４
組
合
公
平
委
員
会
委
員 

 

片
桐
秀
樹
氏 

（
下
山
梨
） 

新 

教
育
委
員
会
委
員 

 

上
原
富
夫
氏 

（
浅 

羽
） 

２
期
目 

２
名
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。 

議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
２
月
定
例
会
に
「『
ふ

じ
の
く
に
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
計
画
』
の

再
考
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
と
「
労
働
環
境
改

善
の
た
め
、
真
の
『
働
き
方
改
革
』
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
（
案
）」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

  

会
派
代
表
者
会
議
で
、意
見
書
の
取
り
扱
い
を

協
議
、
前
記
意
見
書
は
横
須
賀
高
校
を
守
る
会
か

ら
の
陳
情
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
内
容
を
修
正
し
て

全
会
一
致
で
可
決
、
し
か
し
、
後
記
意
見
書
は
国

政
の
状
況
を
見
る
と
し
て
他
会
派
か
ら
の
同
意
が

得
ら
れ
ず
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。 

横
須
賀
高
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書 

 

静
岡
県
教
育
委
員
会
は
、
高
等
学
校
宇
野
再
編

を
進
め
る
と
し
て
お
り
、
示
さ
れ
た
計
画
案
に
横

須
賀
高
校
（
普
通
科
）
と
池
新
田
高
校
（
普
通
科
）

を
統
合
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
横
須

賀
高
校
に
は
袋
井
市
出
身
の
生
徒
が
１
２
３
名
お

り
、
と
り
わ
け
浅
羽
中
学
校
出
身
者
が
８
９
名
通

学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
五
黄
に
よ
り
通
学
が

困
難
と
な
る
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
に
再
考
を
求
め
る
と
し

た
内
容
で
す
。 

日本共産党 

市議会ニュース
発行２０１８年３月３０日 

ＰＦＩ手法で総合体育館の整備開始 

袋井消防庁舎及び防災センター建設着手 


